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自

に

化

学

淡

鈴

や

五

色

放

水

消
防
本
部
は
‘
晩
春
ゴ
月
五
日
、

昭和42年 12fi 15湾

十
二
月
か
ら
〕
月
に
か
け
て
は
〈
青

少
年
非
行
ル
心
筋
立
強
調
汚
濁
V
が
行
な

わ
れ
、
青
山
俸
が
各
休
み
8

年
末
g

お

正
月
を
、
開
明
る
く
、
楽
し
く
す
ご
す
よ

う
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
行
な
わ
れ
ま

す。出
川
端
円
少
年
唱
献
で
は
‘
と
の
慰
問
、
関

係
間
体
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
獲
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
佑
す
る
ほ
か
も
連
白
、

街
拍
副
補
導
ぞ
行
な
っ
て
、
ま
ち
で
ひ
と

り
遊
び
す
る
青
少
年
を
見
守
る
針
溺
で

す
。
乙
れ
に
商
わ
せ
て
繁
盛
で
も
、
だ

い
せ
つ
な
子
ど
も
さ
ん
そ
明
る
く
す
と

や
か
に
腎
て
る
た
め
に
、
次
の
と
と
に

は
ぜ
ひ
縮
、
む
の
窪
且
を
払
う
よ
う
、
間
同

療
で
は
強
《
褒
市
圏
、
b
ま
す
。

覇軍12J'l21溌@須賀公民鎮、

-富上見公民官官

諏訪町会館花水底TI司会館

豊富時罪事.9時30分一16待ま

で市役所や銀行に遠い

;jのために。
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十
}
{
月
二
十
一
一
一
日
同
は
、

一
働
く
人
び
と
の
串
せ
し
を
ね

一
が
ち
一
勤
労
感
謝
の
日
で
あ

nu
る
。
と
の
自
を
中
心
に
一
一
一

括

自

問

、

さ

m一
一
一
大
ま
つ
り

内
い
の
}
つ
「
鐙
鶏
ま
つ
り
」

/

の

欝

一

部

行

雪

、

議

制
州
台
体
湾
総
と
そ
の
広
場
で

之
怨
し
た
Q

;
今
年
法
八
回
留
で
、
み

一
つ
山
り
出

γ
箆
産
物
品
部
会

藤
@
裕
宮
口
副
都
会
@
鶏
塑
話

口
評
会
'
カ
ナ
ジ
ヤ
渡
米
会
a

pE
盆
栽
字
七
夕
ま
つ
り
と

@
平
時
棋
の
風
最
写
真
展
・
県

長
下
青
少
年
制
副
作
工
夫
授
。

マJ
児
重
長
従
工
作
辰
也
捕
棚
木

meagp

市
8

魚
ま
つ
り
@
紫
子
宏

一
つ
り
@
ず
レ

一
ま
つ
り
・
そ

?
i

ば

ま

つ

り

命

「

」
i

肉
ま
つ
り
・
四
割
祭
の
朝
市
な
ど
‘
ま
ζ

と
に
多
彩
で
あ
っ
て
、
広
い
体
脊
館
も
轟
轟
轟
露

広
場
も
、
と
と
ろ
狭
し
と
い
っ
た
向
島
を
砂

塁
し
た
よ
う
と
勤
労
感
謝
の
E
は‘

hト

ι

豚
と
子
午
レ
i
ス
、
民
謡
お
ど
り
出
中
、
》

パ
レ
ド
、
市
民
セ
ン
タ
i
ホ

ー

ル

で

/

は
「
整
万
一
路
謝
の
築
ど
の
緩
し
な
ど
込

あ
っ
て
、
大
変
円
他
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
》

nj

た
o

h

陸
業
ま
つ
り
は
間
同
を
霞
ね
る
と
と

h
耕
民

に
、
行
事
内
容
も
党
実
し
て
き
だ
し
‘

J
d

広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
‘
盛
ん
に
な
っ
、
も
量

て
き
た
乙
と
は
、
売
業
挺
婦
の
よ
か
ら

E
U寵

も
忍
ば
し
い
e

p

b

A

V
ハ

魯

細

細

胞

aa暴

動
封
践
認
の
自
の
午
後
、
わ
た
く
し

4
」

は
友
人
=
…
名
と
‘
小
田
原
絞
橋
に
あ
る

松
永
一
副
怠
飽
に
同
行
し
た
。
わ
た
く
し
た
ち
は
第
十

四
画
展
観
に
招
待
を
受
け
て
い
た
か
ら
だ
。

昨
日
比
↓
式
蜜
宮
山
土
器
、
平
安
時
代
の
議
、
古
瀬
戸
瓶

子
、
志
野
あ
や
め
絵
盤
、
間
関
時
代
の
議
、
ギ
ジ
ン
ヤ

や
ベ
ル
シ
ャ
の
獄
、
光
飴
の
短
冊
(
宗
達
下
画
〕
な

ど
、
ゆ
っ
く
り
濯
鎮
で
き
汁
め
は
愉
し
か
っ
た
心

み
お
わ
っ
て

rb、
広
い
邸
内
を
散
策
し
て
い
た

と
ζ
ろ
、
間
同
行
の
E
氏
と
S
氏
か
b
佐
藤
大
箆
と
い

う
濁
家
ぞ
紹
介
さ
れ
た
。
木
綿
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ

ぞ
羽
織
っ
た
そ
ン
ベ
盗
、
自
耕
置
の
堂
々
た
る
体
認
を

し
た
方
で
あ
っ
た
。
箇
府
津
郡
山
に
、
十
年
ほ
ど
前

か
ら
お
住
ま
い
で
あ
る
と
い
う
。
二
け

4

立
ち
寄
っ
て

く
れ
と
の
お
話
し
で
、
と
二
時
に
記
念
館
を
持
し
た
。

今
年
は
、
松
永
安
位
爾
門
翁
の
元
気
な
姿
は
、
ご

と
に
も
み
ら
れ
な
か
っ
た

Q

X
 

T
氏
が
し
き
り
と
、
風
件
禅
師
が
小
田
原
成
沼
の

成
原
帯
広
在
住
し
た
と
と
や
、
そ
の
作
品
な
ど
の
話

号
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
り
と
な
っ
て
、
問
問
専
を
訪
づ
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れ
た
。
串
い
住
持
は
在
宅
で
あ
っ
た
。
山
口
購
遜
と

い
う
東
京
佐
れ
の
ガ
で

B

駒
沢
大
学
に
学
び
‘
永
平

寺
で
修
幾
品
官
補
明
ま
れ
た
若
い
気
骨
の
あ
る
立
派
な
ガ

と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

山
口
さ
ん
が
住
職
に
な
っ
て
か
ら
突
っ
て
き
た
と

い
う
嵐
外
の
作
品
を
み
せ
て
頂
い
た
が
‘
今
ま
で
日
出

外
と
い
え
ば
、
遠
藤
の
外
は
知
ら
な
い
の
で
、
風
景

習
は
珍
ら
し
く
‘
時
の
あ
る
絵
に
践
を
奪
わ
れ
た
。

成
願
曹
は
‘
故
河
野
一
日
開
先
住
の
盟
問
鑓
寺
で
あ

る
。
は
か
ら
ず
も
お
出
品
ま
い
り
が
で
き
た
の
は
、
望

外
の
喜
び
で
あ
っ
た
心

×
 

成
願
寺
か
ら
国
道
一
号
に
さ
し
が
か
っ
た
と
き

は
、
薄
田
畑
く
な
り
議
灯
が
と
も
り
は
じ
め
た
。
民
府

津
の
郡
山
か
ら
山
山
間
測
に
折
れ
、
鉄
辺
を
踏
み
切
る

と
も
よ
り
授
に
な
る
。
す
ぐ
右
に
治
り
‘
間
押
吉
あ
た

り
の
神
社
前
で
出
回
目
判
事
を
降
り
る
と
、
そ
の
左
様
り

が
大
間
同
調
倍
の
お
住
ま
い
で
あ
る
。

ζ
ζ
は
元
大
理
或
笥
の
間
別
荘
で
あ
っ
た
と
と
は
初

みせる

勤労感害総の臼

耳
で
あ
る
c
邸
内
は
一
一
点
数
千
原
、
建
物
は
京
嵐
議

り
で
あ
る
G

樹
木
う
っ
そ
う
と
し
て
‘
檎
あ
り
玉
泉

織
と
い
い
、
そ
の
下
を
渓
川
が
流
れ
る
と
い
っ
た
総

す
い
認
で
あ
る
ο
高
誌
の
顔
人
に
は
、
ふ
さ
わ
し
い

お
伎
ま
い
で
あ
る
さ
患
っ
た
c

佐
藤
さ
ん
は
一
一
一
十
有
余
年
間
側
、
親
し
く
中
間
闘
の
芸

術
に
学
び
‘
戦
後
E
本
に
引
き
あ
げ
、
昭
和
三
十
〕

年
に
と
の
地
に
移
争
努
~
と
い
う
。
何
れ
の
会
派
に

欝
ず
る
こ
と
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
乗
ら
ず
‘
と
の

山
凶
器
に
お
い
て
十
年
、
会
史
命
を
か
け
た
も
の
を
没

に
飼
う
佐
燦
式
認
艇
を
、
今
年
の
五
月
に
日
本
橋
一
一
一

越
で
催
さ
れ
た
が
、
同
州
恨
の
士
の
注
日
間
の
的
と
な

り
‘
官
同
く
評
価
さ
れ
た
と
き
い
て
い
る
ο

応
援
留
で
、
い
く
ソ
か
の
会
心
の
作
を
拝
見
し
た

が
、
一
階
幽
か
ら
政
付
で
た
独
自
の
新
し
い
磁
力
あ
る

絵
と
い
う
惑
じ
で
あ
っ
た
。
一
一
一
越
の
作
品
援
二
日
録
に

闘
か
ら
署
名
さ
れ
て
記
念
に
お
く
ら
れ
た
。
勤
労
感

謝
の
百
は
、
突
の
り
の
多
い
で
舗
で
あ
っ
た
の
ν

(
昭
和
協
Z
a
一
て
一
一
六
)

選挙;去の改正によって、

満 20放になった人は、

際分で、選挙人名法への登録脅

していただくニとになっています。

この名簿にのっていな い と 、 遂

のと幸投票できません。

却を持参のうえ、下認へ司日

持費(22) 

箆
一
四
出
制
副
知
叫
制
組
制
服
仰
叫
印
問
問
自
国
立
山
醐

m
捌
制
翻
捌
仰
拙

一
1

1

1

2

1

5
田

1
3
1
6
3
1
7
7
田

2
出

2
1
0
4
M
W
0
4
2
1

鐙

一

間

関

山

間

制

問

山

間

働

問

問

問

抑

制

山

側

畑

山

側

抑

制

問

問

問

問

問

偶

者
一
政
郎
政
夫
作
雄
一
陣
瞳
古
和
治
藤
雄
高
由
夫
怨
島
吉
雄
昭
郎
洋
雄
治
郎

占

有

一

次

巣

立

主

戸

f
一
忠
隊
祐
芳
昌
英
真
睦
畠
諮
問
親
害
救
徹
泰
一
一
一
由
邦
武
健
者
一
一
日
一

i
一

系

侯

上

川

措

谷

合

判

山

村

本

長

山

川

治

川

出

沢

山

田

木

木

i

木
一
宮
沢
口
壁
谷

一
小
措
弁
早
大
川
問
中
向
上
山
吉
欝
蕗
荒
疋
芹
彰
須
鈴
鈴
鈴
小
大
綱
高
関

イズミ工業所 竜揖ヶ丘1-17

措保管工事届 平家 3，616
弁上工苦眉 紅事町17-18
早)11ポソプ工業罰 撃町 23-16

大賄工業所 中原下街 1，031

中原誼情工業所 中原下摺却ト4

)11会 工 業 所 八重咲町6-7
神奈中工業主 E 河内 53-75

扶桑工車 KK 畳原町7-24
上 村管工事庖 省会見町 7-12
東 邦誼捕興業 中原上宿 683

古矢建設五五 平壌 2，224
富士工業所 宮の前 7-14
務総ポンプ活 諏訪町 1-6

荒川電機宜 K 平慈新宿 923

北海設備真之 602
大訳講生工業用 車平副-19

杉山管工設備 四之宮 1，050
調霞工諸活 挑誤町1-3
鈴木 .:;yプ自 局入 2，783

鈴 木電設施会 l 老松町17-6
鈴木 管 工 } 四 之 宮 222

小宮工輩所 田村 922
大沢工業 KK 寺沼縫57-2

貰軍事管工業五瓦 河内 471
大一 商事瓦瓦 平察 2，304

山蓋設揮工業KK 荷車 110



(4) 

消
防
本
部
は
、
十
一
一
月
二
十
五
日
か

b
大
み
そ
か
ま
で
、
級
車

火
災
持
別
警
戒
に
は
い
り
ま
す
。
管
内
全
消
防
機
関
を
動
員
‘
消

防
惑
に
)
一
姐
分
隊
ぞ
増
強
消
防
本
部
員
も
午
前
零
時
ま
で
待
機
さ

せ
る
の
ぞ
は
じ
め
‘
各
分
間
と
も
七
名
か
ら
十
名
の
消
時
間
団
員
に

よ
る
巡
閲
響
成
・
市
長
や
刑
問
問
山
長
に
よ
る
夜
騎
督
跡
巡
視
・
妨
火

広
報
の
強
記
徹
底
e

治
防
水
利
の
湾
確
認
な
ど
壱
行
な
い
ま
す
c

第 194号

とウィンカー
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φ

・
旬
月
第
一
土
問
雌
の
定
例

体
み

-

e

{

無
断
判
廷
律
相
談
、
一
同
月

は
毎
年
の
例
に
な
ら
っ
て
お
休
み

と
な
り
手
ず
ο

門広報両耕一日

ところかまわず駐惇寧するドライパーが

いますが、これは交通町流れをせき止め、

後続車が非常に迷怒するばかりか、非常

に危険であり iます。

駐停車する場合は、その場所内交通の状

況などを考えて、あらかじめウインカー

で合図して駐停車することです。駐停車

中は、必ず友のウインカーを出して後続

率にわかるようにすることが必要です。

藤俳句 「宇吉野I手袋J選者和田ーさ宇氏

劉短歌「冬の雑詠J選者中村i青四郎氏

霊童)11榔 「セーフレスJi望者藤沢春汐氏

嶺応募方法 43年 1月15日までに平塚

市浅間町9の 1平塚市教育委員会社

会教育課へ、当日消印有効、用紙は

官製ハカ守に限る。

務資格台市内在住、在勤、在学者で殺

号の場合は本名を誉き添えること。

鏑入選 2月広報紙上に発表

平塚市教育委員会



間
抑
制
削
台
広
協
に
は
い
ろ
い
ろ
な
臨
時
示
会
中
市
が
た
吉
、
市
民
の
窓
が
た
え
な
か
っ
た
曜
裁
は
緩
京
市

第 194号〔第3寝室郵便物認可〉昭和 42年 12月 15日(5) 

市には金魚までならんでいた・ぃ毅しみを深める麓童話まつり

催
し
物
に
満
員
の
観
客

八
閉
め
の
平
田
都
市
産
鶏
ま
つ
り
は
、
勤
川
力
感

謝
の
R
の
十
}
月
二
十
三
日
を
中
心
に
一
一
一
日

間
、
同
地
問
削
台
体
育
館
と
そ
の
広
場
、
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
開
催
。
み
つ
け
市
・
農
水
産
物
晶

評
会
@
力
斗
ノ
リ
ヤ
麗
京
会
@
稽
木
市
・
筑
栽
毎

@
県
下
青
少
年
創
賢
一
工
夫
展
、
豚
と
子
牛
の
レ

ー
ス
な
ど
が
人
気
を
昭
び
、
街
頭
は
、
民
謡
お

ど
り
バ
レ
1
い
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

一
一
寸
-
一
一
日
に
は
、
市
民
セ
ン
h
F
i
ホ
i
ル
に

勤
押
感
謝
の
集
い
を
ひ
ら
吉
、
第
一
部
で
部
漢

の
産
業
表
彰
を
行
な
っ
た
あ
と
、
第
一
一
部
働
く

期
間
中
卑
の
篤
い
は
、
文
化
放
送
公
開
緑
藷
ラ
ジ

オ
寄
席
に
、
満
員
の
観
客
を
高
つ
め
ま
し
た
心

夜
は
、
市
内
会
社
工
場
鶴
居
か
ら
十
相
胞
の
パ
ン

r
が
出
演
し
て
、
乙
ラ
例
の
市
民
笠
能
コ
ン
ク

ー
ル
が
鰭
さ
れ
首
安
定
し
親
し
ま
れ
る
麗
業
ま

つ
り
の
印
象
を
深
く
し
ま
し
た
G

問
問
討
の
交
部
一
相
談
所
と

県
交
通
安
全
協
会
交
一
理

事
討
柏
町
臥
設
は
、
交
活
一
一
一
訳
か

ら、

ζ
の
ほ
ど
交
巡
安
全
セ
ン
タ

に
押
暗
転
し
ま
し
た
む
棺
読
は
平

日
八
回
同
一
一
一
十
介
、
十
七
鰐
ま

で。



(6) 

年
の
瀬
は
、
と
と
の
家
庭
で
も
正
芳
の
樺
備
に
お
わ
れ
て
P
L
L
い
毎
回
が
抽
聞
き
ま
す
ο
そ
の
心
の
ス
キ

を
ね
b
っ
て

L
の
び
ζ
み
@
塑
き
単
・
す
り
・
痴
滋
・
小
暴
力
な
ど
の
犯
罪
が
毎
年
多
発
し
ま
す
。
平
塚

時
四
百
察
で
は
、
す
で
に
年
京
年
始
の
特
別
留
戒
に
は
い
り
、
市
民
の
身
辺
を
守
る
た
め
の
厳
戒
飽
軸
聞
を
と
り

ま
し
た
。

b
か
し
‘
被
害
を
紡
ぐ
に
は
、
傍
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
南
心
に
ま
さ
る
も
の
は
な
く
酒
明
爾
察

で
は
、
市
内
の
会
家
庭
が
、
最
少
限
次
の
と
と
に
注
腐
を
怠
b
な
い
よ
ち
、
密
告
宇
出
L
ま
1vた。

第 194号く第3稜郵古書物認可〉

豊富 43:i手新入学児童覇

健康診断の 8殺

銭~JJ吟全校. 25日26日 〔各H守〉

潜ノJ中校・ 16臼(12時50分〉

松 原4吃主全校・ 18臼(1時)

富士ls/_民主告校・ 30日(10時30分)

裕水引ヰ会校. 24825日〈各12時半)

加 4活乏校. 12臼18日 〈各l時〉

大野小学校. 23白部日(各1時)

中録申学校. 23日24日{各]2時半)

盟問4￥学校。 ]9日 cl時)

神 間d学校⑨ 1告白(12時半)

域 烏d吟告を校・ 17日 (12時半〉

岡崎小学校. 22日付 時 苧 )

企 図IJ"<'学校. 23臼(12時事〕

土屋ノ'J'''''"f:ti.. 16臼 (12時半〉

吉 沢IJ'"芋校. 23臼(1時半)

金 EJ/Jぜ戸校・ 12臼 CJ2時半)

主義種から競技まで

らのスポーツカー〉



第 1哲4号

ノノ 188 見F百台認道場富士見公

民主宮

(3泊め巡回沼穫〉

5Jl羽田中擬公民館土麗IJ崎会校

吉沢4吟針変

ノ" 218 金自公民館金田公箆館

間総公民館

11 228 怒公民 館滅島公民館

豊田公民館

/ノ 23田神田公民館松原、公民館

く第3喜重郵便物認可〉(7) 

鯨主主諜で、 43年前綴(1-6月)

の予防接穣カレンダ{を発表Lまし

た。ツベルタリン反応検宝量、湾児栢

飯、種感、宮混ぜきジフテリ ヤ 混

合 、小児マヒ盆ワクチン、司容 脳

炎、腸チフス@パラチフスの各予妨

接種などが組み込まれています。 ζ

の沼穣は、今後毎月の広報紙でも震

ねてお知らせするほ泊、、予防接滋あ

ある・つど、毎日の広報量

線銀法などでも予告L、

新潟の協力も得ていきます。対象者

が残らず受けるよう心7)'げてくださ
u、。
翻待問 e各会重量とも、育児相談は9

時か010時30分まで、他の予防接

種は13時30分 -15時まで。

量聾必軍需・予防主幸喜重にはく予防幾重量〉

宅界騒を、育児相談にはく母子手繰

〉をお忘れなく・・。

醗対象・昭37.4.2-昭42.9.208まで

の関に生オ~7t子。

醤巡翻日寝(l豊富富詞)

lf18自 吉 沢dゾ学校 南原公民意書

" 9白 金自公民吉宮 工と渥IJ喝均質

" lO日 tl!3公民館

1/ 18日金田公民館域島公 民館

ノノ 17日 間続公民館 量豊田公民館

// 22日 中原fj~学校(l図的〉

// 23日神部公民館

11 27日 中 原d吟学校

.11 30白 書富士路沿民館(1殴め〉

Jノ 31日 花水公民館(l留め)

2月 38 [百四之官公民館

11 68 須賀公民館 (1留め)

ノノ 7目 見附合法道場(1留め3
" 10百八綴公民館
f/ 13日 童書士見公民館 (2臨め}

f/ 14日干E水公民館 (2留め〕

/ノ 19日 童書士公民館

11 20日須賀公民館 (2四時〕

ノ" 218 松原公民館

1/ 22臼 見間百台武道場 (2慰め下

豊富巡厨箆題伸Jま吉良) .ツベjレクジ
ンを受けたら、次の日に必ず判定

ぞ受ける。

1月 10日吉沢小学授爵際公 民館

11 11日金自公民館土震えN学授

/1 12日 tl!3公民館

11 18日金回公民館城島公 民館

/1 19日 照時公民館霊童a公民舘

，/1 24日 中原小学校(l臨め)

// 258 神田公l'ie書官

// 29自 中原小学校 (21l歪め)。

2月 1器 富士見公民館(l留め〉

Jノ 2自 活水公浪費宮仕留め〉

Jノ 58 沼四之宮公民館

// 8自 須賀公箆書官(1留め〉

が 吉田箆総合武道場(1回め3
// 12日 八緒公箆童宮

11 15日 欝士見公民館 (2留め〕

/ノ Is日程水公民館 (2問時〉

11 21日 翼こt公民重富

1/ ;t.?毘 須賀公箆宣宮 (2留め〉

11 23詞松原公民館

/1 24自 児約台武遺書量 (21l宝め3

館民

日
白

m日
明

副

覇軍対象・①昭42.7.1-43.1.31日ま

でにさ怠れた赤ちゃん、②招4.2.2.1
-42. 6. 30白までに主主れた品、ちゃ

ん、窃生援18か月来最寄の乎で、い

ままでに 21Ellの投警を受けていな

い子。

襲覇巡題担穣・

5月22臼土沢中学綬

/ノ 23日金自公箆館

1/ 24臼金田公民館

ノノ 25日 松際公民館

1/ 27問中原公民鰭豊回公民館

ノ〆 288 旭公民館醤士見公民重富

11 29白神田公民諮問[1]l宮公民館

ノノ 30臼 須揮聖公民館八額公民館

ノ" 31日担問台武道場花水公民館

童書対象・@昭42.9.1-43. 31日さま

でに主主れた赤ちゃん。

豊富巡富喜属議 e

4月 18日資自公民館金自公民館

金田公民諮

問自 1話公民舘土沢中学校

20日須賀公民館神田公民館

22日中際公民館 I日四宮公民館

23日富士宛公民館花水公民

書官

// 24日見日吉台武道場松製公民館

車車検診回，

4Jl258 豊田公民館金自公民館

金図公民館

J/ 28日沼公民館土沢中学校

// 27日 須資公民館神間公E亘書宮
ノノ 30日中原公民豊富 i自慰霊吉公民館

5月 1日富士気公民館裕水公民館

" 2日箆間百台武道童話 松原公民館

M

H

H

H

M

M

M

W

 

ゃ

いまいかずまさ{阜ヵ湾}

田村 925、会役員品弁和ーさ

ん (24)市議ミヨ子さん(25)
¢長男、 42年 6R24臼生まれ・

身長63センチ・体重量8キロ・勝

額45センチ、ま;>:::1度も病気ぞ

1，.t:::ζ とがない。

x 
広報紙』こ潟較する〈赤ちゃん

募 集>12月分は、 12月 5日まで

に紛名の応募があり、 i認1311憶

から市長室で行なった新聞簡素

会見のI諮_b加藤市長がE霊接強

せん、昌ちゃんに誤立吉Lま k
た。市長鐙議の色紙・

富腕章畏・①塁強5か月以上の入ぜい

ままでに!Illlも援濁していない人

(2包接荘重)、②毎年接種してい

る人口国主産額〉

盟書巡E君主主草量打留め}

6月 3臼吉沢小学校

ノ'1 4白金田公民館

11 5日鳩公民館

11 68 簡略公民館

鐙日ヨ公民館

" 7日 神田公民銭其こと公E芸館

/ノ 8日須賀公民 館

11 17日 中 原IJ'I.!i学校

が 18日 i百四之宮公民主宮

ノ'1 19日 八 幡 公 民館松原公箆館

/1 20呂 泥水公民館

ノ" 21自 主書士見公民館

11 22日 見居間台武道場

付翻め巡磁沼種〉

自月10日 吉沢小学校二主麗IJ噌時受

11 11罰金証I公民館金回公民重富

/ノ 12日旭公民館病原公箆豊富

ノノ 13日 !穂高奇公民館 城島公民銀

霊童図公民館

神田公民館 真こと公民重富

須額公使館
14日
15日
248 
25自

26日 TI.耀公民銀松原公箆童富

'ZI日
28日
2吉田 克8百台武道場

土屡d吋生金枝
金目公箆飽

熊原公民館

城島rj"-i学校

J

r

p

y

，
r

，，， 

J

J

j

d

l

d

d

d

J

 

援対象・<D3才-60才室長での入でい

をままでに1図も接議していない人

(3悶袋署置}、②毎年華差額Lてい

る人口問援積〕

繍巡回沼署謹・ (1留め)

5R6日中原公民館土屋Ij¥!学校

宮沢小学校

7日余白公民館企密公渓E宮
向島奇公民吉宮

88 旭公民吉宮城島公民館

鐙国公民館

9白神田公民館松燦公民置宮

!日四之宮公民館

グ 10日花水公民館須賀公民鱈

11 11日慰的合武道場富士見公

民 館

(2 

5月 13臼 中原公使館ニと墜小学授

苦言沢ゲ噌校

ノノ 14日 金自公民館会自公民鎚

持者際公使館

/1 15臼旭公民館減島公民館

重量部公民館

1/ 18日神田公箆舘松原公民館

I百殴之償法民館

グ 17沼 稲 水 公 民 館 須 賀 公 民 館

中原公浅草宮

富士見公民館

見照合武道場松原公民

館

3留め巡皇室霞慈母

8日 墨田公民館八幡公民館

百毘 全国公民館金問公民書官

11日 旭公民主自土沢時司会絞

12日神田公民館 [自慰霊吉公民館

13居 須賀公民官官穏水公民重富

15日 中践公箆館

富士見公民館

松原公民館

富士箆公民館

松原公民館

童話欝公民館

清原公民館

童雪国公民館

工主麓貯噌時笠

宮沢小噌校

騒音軍慰怒草書 8

4月 2El
ノノ 3 呂

ノノ 4詩 草書士公民館

ノノ 5日 須賀公民館

" 8日
fノ 吉田

ノノ 10日
11 11日
ノノ 12詰

1/ 13日
5Jヨ呂田
/ノ 7涜

" 8自

覇軍対象 e①沼42.5.1-42.10.31日ま

もた赤ちゃん (3回接種}

6.1-41.10.31日までに怒

れたさFと、 42'l三春iこ鍔工務の接種

を終えている子(1回接趨3
霊童巡函箆穣.(1箆め7
2f126日 豊田公民館八綴公民舘

ノI 27日 金主主公民館金沼公民館

" 28日 1話公民鰐ごと沢中学校

ノノ 2告自 神回公民館 fB四之宮室公

E空室宮
須潔公民館花水公民館

主富士気公民書宮

(2 

3月 18自 綾部公民館^申書公民館

Jノ 1語毘 金 自 公 民 館 金 沼 公E主鎧

/ノ 21日 7盟公民館土沢ヰ噂金授

11 228神路公民館 I自問富吉公民館

ノノ 23日 須賀公民館泥水公民重富

松潔公民
帥
間

口
H
n
H
口
同
口
μ

1
2
4
5
 

月
Q

U

H

H

M

M

H

 

門
療
臨
調
盆
押
皆
月
間
M
羽
狩
時
か
ら
公
民
館

で
何
日
団
体
自
治
会
の
代
表
の
か
だ
が
た
が

襲
っ
て
、
成
人
式
と
年
宋
年
始
の
紡
火
に
開
閉
し
て
会

事
隠
い
た

Q
g
Jザ
イ
ン
教
室
ロ
月
初
日
刊
同
時

か
ら
問
時
ま
で
.
指
水
公
同
国
時
間
で
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ン
教
室
を
間
同
盟
問
。

ロド
J

関
略
恒
夫
会
一
日
第
一
一
回
一
潟
地
区
二
関
駅
伝
競

E
-

「
ベ
ピ
走
大
会
は
‘
十
一
月
二
十
六
日
替
地
区
の
代

表
凶
十
八
名
の
選
挙
が
参
加
。
広
報
車
を
先
導
仁
午

前
mw時
公
民
館
簡
を
お
気
に
ス
タ
ー
ト
。
沿
選
の
地

元
住
民
苧
喜
ば
せ
た
。
結
固
刑
事
狩
A
チ
ー
ム
が
優

勝
‘
一
一
位
夕
陽
ケ
丘
、
一
一
一
位
千
石
河
岸
、
磁
位
札
岨
鋼

様
駒
山
。
門
揺
慾
凶
須
賀
公
民
務
長
の
援
き
ょ
ヂ
声
V
N

は
‘
全
国
教
湾
長
協
議
会
の
捲
駕
で
き
る

ω月
岡
心
強

か
ら
口
月
間
川
目
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
包
か
濁
を
視
察
。

鼠
脅
凶
潜
長
語
学
校
は
n
R
5臼
テ
ー
マ
プ
広
告
」

に
つ
い
て
研
修
築
閉
山
人
で
開
催
し
た
。

山
門
由
国
治
会
M

最
近
属
地
誌
に
盗
難
事
件
が

…
減
醐
朝
司

a

e

・
円
相
相
次
い
で
発
往
し
た
た
め
、
駐
在
所
宮
浦

巡
査
の
世
話
で
、
金
域
に
防
犯
自
治
会
ぞ
結
成
し

た
。
門
こ
ど
も
会
M

域
開
閣
と
ど
も
会
は
、
九
月
い
っ

ぱ
い
か
か
っ
て
地
区
内
鉛
か
所
に
道
し
る
べ
案
内
叡

を
建
て
た
。
門
整
援
護
地
区
初
め
て
の
需

震
が

U
月
I
gか
ら
5
お
ま
で
関
か
れ
、
}
杉
治
四
国

民
が
務
員
長
.
松
井
出
且
行
声
あ
が
没
薮
入
に
選
ば
れ

だ
。
門
ダ
ン
ス
輯
密

会
M

公
民
館
と
青
年
会

共
催
で
ち
社
交
グ
ン
ス

鶏
濁
会
を
問
R
2白

か
ら
5
衝
に
わ
た
り
関

四
時
り
は
、
芳
年
会

と事月14日

議発点@市役所高官10s寺

醸し込み剥市内農f主高校生以上

で25日までに体育課へ

と皐調 2丹3自-78まて'

ところ緩長野県菅平スキー場

参加焚賭5，500伺(交通費宿泊

料含tr)

申 込鎗見附古体育館かスポ

ーツi苦へ

E量発足量@市役所前幼時

li'il.込み@事業所単f立で258まで

に 体育課へ

っ
て
い
る
。

門
予
言
合

万
慰
問
貝
塚
団
地

子
ど
も
会
四
年
長
3
六
年
生
日
一
一
十
一
一
一
名
は
、
れ
月
間
ω

日
「
よ
い
青
山
年
を
た
た
え
る
運
動
該
当
青
少
年
」

と
し
て
脅
少
年
爾
題
協
議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

門
パ
レ
1
ポ
1"AM
金
白
地
区
新
年
パ
レ

…
愈
招
吋:・

n
iポ
i
ル
大
会
は
、
一
月
十
五
日
開
媛
予

定
。
資
格
は
地
区
在
宅
在
勤
者
で
掠
告
制
制
綬
な
し
。

(
入
野
〕
チ
ー
ム
が
滋
勝
記
長
杯

事.1月7日

出
縄
叫
脳
同
長
罵
曲
目
白
駐
在
員
は
‘
草
庁
選

管
事
務
起
へ
。
門
成
入
試
同
一
月
十
一
品
目

公
民
抽
出
烹
催
の
成
人
式
を
行
な
う
。
式
典
と
議
訴
を

顕
む
懇
談
会
な
ど
。
門
ヱ
欝
凶
伊
勢
原
県
道
で
危
険

蓄
の
拡
穏
改
修
ヱ
瞳
予
選
ん
で
い
る
。
宅
一
品
一
一
口

口
月
間
叫
呂
登
出
八
穣
神
社
で
も
地
区
役
協
が
友
銀
、

合
同
阿
七
五
三
祝
い
を
単
行
し
た
。

一可われ

:J
門
ダ
ン
プ
刀
i
M
ダ
ン
プ
カ
ー
が
十
六
町

;・
岬
リ
ヰ
い
か
ら
矢
崎
、
大
野
の
一
一
一
共
(
株
〉
前
ま
で
}

日
間
口
百
台
も
濁
遇
、
道
路
が
ぬ
か
る
み
と
な
り
‘
歩

行
者
、
自
転
車
道
行
者
が
闘
っ
て
い
る
。

-
U
h
-
-
u

門
つ
ど
い
一
日
限
月
間
叩
臼
土
決
公
民
館
主
催

!・
に
--jL
に
土
沢
中
学
校
で
老
人
ク
ラ
ブ
と
鑓
入
会

の
つ
ど
い
が
関
か
れ
る
。
三
月
は
吉
沢
、
二
月
は
土

震
を
対
象
に

υら
吉
‘
総
仕
上
げ
は
一
一
一
汚
に
務
出
酬
を

招
い
て
行
な
う

Q



(8) 

推計人口

人口輯敢 145，535人
栓鯵龍輩 出，2田稔

市核頭領 67.88ka:fI 

人口密度 2，144人
前月比枕微増 105j批事

人口ま番 組1人

市 街 地 76，183人(19，5盟詮鯵〉

大野 32，47011( 7，5開。〉

畢図 2，613グ( 5部， ) 

神障 8，214グ(1，897グ〉

援 島 1，995グ( 401") 
問 時 1，795ρ( 355 H ) 

金 回 3，061'1( 722") 
旭 8，760グ (2，088 h ) 

土 択 3，87411( 714 h ) 

金 目札57011( 1，398 I'! ) 

(42，11-1現主〉

-飯野宇之

助・調宮原亀吉の 3名を奴締り質

任者としてこれ.10、ら瀦7年間極

度の節約をおζ ないいちづに家

主輩の再建をはがるζ とを契りあ

い下記の約束を取りさめたο

第 1 結婚式の場合は慎重量に

単式をおこない媒酌人への接待

は31Jとしてその他の髭縫いはと

り止めよ30
事再2 孫の祝い七五三などは

いっさい止めよ30
第 3 事Eの節句・端午の節句

など人形を祝い鋲などをくはる

乙とはすべて止めよ5。

事事，1 j稲荷議・地神講・庚申

講'不動言語7;J:ど多勢iJ交番り会っ

て主宰み喰いするζ とはかたく止

めよう。

苦再5 不幸のあった場合は死

者の額要望はT麗にするが施食を

はじめ号i繋乎・言語物・溜重買を出

すととは厳重に止めよ30
ζ の 5条を決言聾して筆書きつづ

む}人一人iJ'署名し捺印してい

る。 ζ の記録はわづか数葉の半

紙にしるされた荷予に過ぎない

が行掃に翼重量(しんし)なもの

があ去れていて当時の擢災者42
名の覚悟のほどが察せられて絢

を打たれるよ5な気がする。

第 194号く第3種郵便物認可〉昭和 42年 12月訪日

自
国
ば
町

加
藤
誠
間
一
千
六
否
問
問
。

苦富灘署警替

早月拘42年 (1909) 2月 12田大

野第一fJ>!学校(現平塚市立大野

小学校Jでは新校舎の結成祝賀

式を行ないさかんに花火を打ち

あげたととろそのうちの 11圏iJ'
不発のまま潟地の静土宗大念寺

の草葺屋根のてっベんに溶ちて

燃えあがり折柄のはげしい西E誌
にあおbれてみるみるうちに大

火事をひき起してしまった。

ζ の火事によって平塚市緩古

の神社前鳥(さきとり)明神の

f8lli見当神代家をはじめ凶之宮の

品富 EZ己主 E幸童話李主選主毒舌雪告号 ζ2註お宅竺安気 2撃
いうつ言妻子i1iまどはすさいつんわのい大位のぜすか家ジりにんで
7ごとてつど所う も 終 る お ζ て C 7;J:はうぎまよ i わ中タかいな扱
りおは。もの。の鎌わはとも欲け晶、様くでう かの f まらそFっ
すり物乙のて室長言 をけ :初 予ら しれ ち子 なで な ら者タわなどた
るにをう言またう と で ぞ で え い は や の 、 コ 、 し ながしずい事実
とな投ないえあと る 、 投 ぎ な も な ん み て そ く や くどて物 ζi 倒
包るげるなもまお た そ け な い の り だ ら も れ さ なうまをと か

。手 と り あ り りめうだヤ岬掛輔繊酔 は つ扱る投が ら _L~ 
の泣会ずにる綴』こにさりと罷綴毅務曹r;:，.，.再刊聡 三三 てつで あ 雪技研市
部〈い eどなしがないれジミ雲畿努多安多ろをs 才 し亡大げる 雪~塾
した分もっ、れうつるタ』三綴藤-. .JI獄事 か きまい騒プこと 給所育

iゴ:活設つもすわがていす轡轟品総援動轟長'" き白うんなる手 O なにととい
ー を か も に をぐ婚相続 o w審議亀戸議議鐙弊越 まにない ζ v:: どるこはつも
介規ら鍵わ会 ζ ほ手の勝轡品宣撫F喝 す矧にととないつわちなての
に開J気 gjミかにとしに r.s-コ 明吋場V 調 。ら泣と iJすらたしむ:Tv、し、 ζ 1Ji

(さlEを E つなはてな宥よと雷 7うまう頭替すiEt ん い で 無 な り た で う わ の も
担せしフいてら自でらモろほい、 ζ に IJ、る際関てあ漂い騒らすヂけ位ら
議てくりらきな王子きかすに叶ましとは 0 ，;::のをも益7;cζ い o モでさえ
ふ 、返れまいのれれ。す協すっぱ勝~&てし重量重量どごとだ をすきる

益三t自主て 2雲同五号急モベ話事正安芸室長宅金字手 2 22B手
前いて時うまがを泣 ¥ ? て が て と 上 り 」 子 せ は ? もは也 Q た ζ ・あど

き。事長量主主主雲監71f与EZ手主品~語会襲五起玄畠 定工きE

まった。

穏災者42軒はわず%、数時間で

焼け原となった麗散に!Lってボ

{然としていたがやがて強く復

興を決賢してたちあがった。

そのときの申合せ議定欝がJZY

之官690替地波部昇氏方に保存

されていた。

あなたの知る範盟に、よい符ない
~LIヒ膏少年(2 0才未満)がいた句、
氏名，年令・住所・学校または勤
務先 e鎗建奪還腐をお知らせ〈ださ
い推薦者は住所氏名をかならず
明記のニと 詞眼を潤いません
広〈市民の議認をおまちします

騒騒覇麟羅
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